
モニタリングステーション荻浜局と
モニタリングステーション江島局における
指標線量率設定値の超過について
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１－１．第２四半期における指標線量率の上昇

・令和５年９月６日にモニタリングステーション荻浜局において、
令和５年９月２７日にモニタリングステーション江島局において、
降雨時に設定値を超過した。

・なお、設定値超過時刻付近の排気筒モニタ等に有意な上昇はなかった。

9月6日 16:00  4.6 nGy/h 
（設定値 4.0 nGy/h）

 (注)９月２９日の欠測は定期点検によるものである。
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　※

　   7/1

江島局

          9/1    8/1

（注）９月１１日及び１２日の欠測は、定期点検によるものである。
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１－２．第２四半期における指標線量率の上昇

9月27日 04:50  2.7 nGy/h 
（設定値 2.6 nGy/h）
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２ー１．荻浜局におけるNaI線量率、指標線量率及び降水量の状況

荻浜局(指標線量率) 指標線量率設定値

荻浜局(NaI線量率)

荻浜局(降水量)

・令和５年９月６日に荻浜局において、指標線量率が設定値を超過した時刻には、
降雨が観測されていた。

9月6日
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２－２．江島局におけるNaI線量率、指標線量率及び降水量の状況

・令和５年９月２７日に江島局において、指標線量率が設定値を超過した時刻には、
降雨が観測されていた。 9月27日
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３－１．荻浜局における降水時のスペクトルデータ

・荻浜局において、指標線量率が設定値を超過した際のスペクトル（NaI検出器）
から、天然放射性核種の上昇が確認された。
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３－２．江島局における降水時のスペクトルデータ

・江島局において、指標線量率が設定値を超過した際のスペクトル（NaI検出器）
から、天然放射性核種の上昇が確認された。
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４ー１．指標線量率の設定値超過時の天気図（９月６日）

出典：日本気象協会（HP）「過去の天気」



４ー２．指標線量率の設定値超過時の天気図（９月２７日）

出典：日本気象協会（HP）「過去の天気」



アメリカ海洋大気庁（NOAA）HYSPLIT による解析

10

５ー１．指標線量率の設定値超過時における後方流跡線解析
（９月６日）

9月6日 16:00 高度1300 m
240時間（8月27日 16:00  ～ 9月6日 16:00）



アメリカ海洋大気庁（NOAA）HYSPLIT による解析

11

５ー２．指標線量率の設定値超過時における後方流跡線解析
（９月２７日）

9月27日 04:00 高度1300 m
240時間（9月17日 4:00～9月27日 4:00）



12

６．大気中におけるラドン等の挙動と空間ガンマ線量率上昇の関係
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７ー１． 荻浜局の指標線量率の上昇について（９月６日）

９月６日に指標線量率が上昇した局の例（鮫浦局、荻浜局）

・令和５年９月６日、荻浜局を含む一部の局において降雨時に指標線量率が上昇し
た。（以下に例を示す。）

9月6日 9月6日

 (注)９月２９日の欠測は定期点検によるものである。
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 (注)７月１３日の欠測は定期点検によるものである。
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９月６日に指標線量率が上昇しなかった局の例（女川局、谷川局）

9月6日 9月6日

７ー２． 荻浜局の指標線量率の上昇について（９月６日）

・令和５年９月６日、女川局などでは指標線量率が上昇しなかった。（以下に例を
示す。）
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ｴﾈﾙｷﾞｰ対ﾁｬﾝﾈﾙ補正(ピークのずれを補正)
〔過去２日間の天然核種ピーク位置を用いる〕

Ｕ系列，Ｔｈ系列，Ｋ-40
各直接線による寄与線量率の算出

入射スペクトルの成分分解(ﾚｽﾎﾟﾝｽﾏﾄﾘｯｸｽ法)
〔波高分布を入射γ線の線束密度ｽﾍﾟｸﾄﾙに変換〕

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ線量率の推定
β1・Ｕ系列+β2・Ｔｈ系列+β3・Ｋ-40+β4
〔 β1～β4：過去27日間の全線量率，寄与線
量率を重回帰分析して算出〕

指標線量率 ＝
全線量率

〔ＲＭ線量率〕
－

天然核種及び沈着した
セシウムによる寄与線量率

〔ＢＧ線量率〕

全線束密度ｽﾍﾟｸﾄﾙから
全線量率を算出
〔ＲＭ線量率〕

降雨時に空間ガンマ線量率が
上昇する主な要因は、雨水に
含まれるウラン系列
（ラドン子孫核種、Bi-214等）
である。

過去27日間に降雨等があれば、
RM線量率とウラン系列（U系列）
の線量率は、良い相関が得られる。

相関が悪くなると、バック
グラウンド推定に用いられる
偏回帰係数（β１）の信頼性が
低下する。

〇 指標線量率の算出方法

７ー３． 荻浜局の指標線量率の上昇について（９月６日）
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＜降雨による指標線量率上昇のメカニズム＞

指標線量率算出の際に用いる
単位線束スペクトルの仮定

地中に線源が一様に分布し，
そこから放射線が放出される

状態を仮定

体積線源モデル

降水時の
実際の
線源分布

降雨のないときウラン-238

ラドン-222

鉛-214
ビスマス-214

ガンマ線
凡例

ウラン-238
ラドン-222
鉛-214
ビスマス-214

降雨のときウラン-238

ラドン-222

鉛-214
ビスマス-214

凡例
ウラン-238
ラドン-222
鉛-214
ビスマス-214

少量の雨で多量の天然放射性
核種が降下した場合

地表面に線源が分布し，
そこから放射線が放出される

状態が発生

面線源モデル

８． 江島局の指標線量率の上昇について（９月２７日）

・令和５年９月２７日、江島局を含む全ての局において指標線量率が上昇した。



まとめ
• 令和５年９月６日にモニタリングステーション荻浜局
において、令和５年９月２７日にモニタリングステー
ション江島局において、降雨時に指標線量率設定値を
超過した。

• 指標線量率が設定値を超過した際のスペクトル（NaI検
出器）から、天然放射性核種の上昇が確認された。

• 9月6日に指標線量率が上昇した荻浜局においては、過
去27日間ほとんど線量率が上昇しないデータから算出
した偏回帰係数を用いて、線量率が上昇した時の計算
を行ったため、指標線量率が大きく変動したものと考
えられる。

• 9月27日に指標線量率が上昇した江島局においては、天
然放射性核種を多く含む雨により、面線源状態となっ
たことが考えられる。
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